
2 款 総務費 － 3 －  

【 ２款 総務費 】 

  

平成 28 年度から普通交付税が段階的に減額され、平成 33 年度には特例措置が終了することから、平成 25

～35年度の11年間を計画期間とする「平戸市行政改革推進計画」を定め、平戸市行政改革推進計画前期プラ

ン（平成 25～28 年度）を策定した。このことにより、取組年度及び効果額などの具体的な指数目標を設定し

たことで、当該年度の取組実績の検証を行うことができ、今後の目標管理や、個別取組の方向性を明確化した。 

また、「平戸市総合計画」の基本理念である『ともに支えあっていく協働の精神による市民と行政が一体と

なったまちづくり』の創造に向け、深刻な財政危機に陥る前に将来を見据えた財政収支の均衡を基本目標とし

た「財政健全化計画（第２次計画）」を策定した。今後は前期プランの目標数値等を達成するため、着実な計

画の実行に努め、財源不足を解消し基金に依存しない健全な財政運営を目指す。 

また、公共施設の適正化を行っていくにあたって、市内391施設の現状を把握した「平戸市公共施設白書」

を作成した。本書は各施設の設置状況や老朽化、運営状況など客観的なデータを可視化し、将来のまちづくり

を見据えた公共施設のあり方を検討する基礎資料となった。  

 

１ 総務管理費 

（１）一般管理 

個性を活かし自立した地方を作ることを目指した地方分権が推進される中、複雑多様化する行政ニーズに対

応できる環境の整備や職員の資質向上が求められている。こうしたことから、開かれた行政、市民総参加のま

ちづくりを進めるとともに、長崎県市町村職員研修センター主催の研修をはじめとする各種研修への職員の参

加等を積極的に行った。また、国家公務員においては平成21年４月から改正国家公務員法の施行による人事

評価制度が実施されており、今後、地方公務員においても同制度が義務化される。このため昨年度から着手し

た人事評価制度構築について、班長職以上を対象とした試行を行い、評価結果を分析し、現段階における主な

課題を整理することができた。 

また、平戸市市民表彰式を行い、各般にわたって市政の振興に寄与した者や、市民の模範と認められる行為

があった48人及び１団体に市民表彰を授与し、個々の業績を称え本市の自治振興を促進した。 

また、市長自らが各地区に赴き、地域の実情や課題等を把握し、市民の声をより市政に反映させるため、

移動市長室及び市政懇談会を開催した。 

 

（２）ふるさと振興 

地方分権、自治体財政の悪化、少子化・高齢化、環境保全や産業の空洞化等、多様化高度化する地域社会

の課題に対して、法令等に基づく画一的な行政サービスでは十分な対応が困難となる中、本市では、新たな

まちづくりのシステムとして、「市民と行政が対等・平等な立場で、お互いを理解し尊重しながら協力してま

ちづくりを行う」協働によるまちづくりを進めている。 

平成25年度は、新たなまちづくりのシステムとして全市における「新しいコミュニティ」の形成を図るた

め、度島地区をモデル地区に選定し、まちづくり運営協議会の発足、全 7 回にわたる地元住民との協議を経

て、度島地区まちづくり計画の策定を行うなど住民自治の確立に向けた取り組みを実施した。 

また、定住対策については、これまでのホームページ等による情報提供や定住希望者への相談対応、「田舎

暮らし体験ツアー」の開催に加え、平成25年度から「平戸いなか暮らしお試しステイプログラム」を実施し、

個別の定住希望者への対応を行うとともに、田舎暮らしサポーター（先輩定住者）の認定を行い、定住希望

者へのサポート体制を構築するなど、本市への定住の促進を図った。 

さらに、農林、水産、商工関係団体及び市で組織する協議会において、独身男女のめぐりあいの場を提供

するイベントを開催した。 

また、ふるさと寄附金制度「やらんば！平戸」応援寄附金については、寄附額に応じてポイントを付与し

特産品を選べるカタログ制度を導入した。また、民間企業が運営するふるさと納税ポータルサイトに掲載、

ＰＲ等を行い、寄附者に対してふるさとの特産品を贈り、地場産品の消費拡大と顧客獲得を図った。 
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（３）国際交流 

平成23年９月18日に姉妹都市締結を行ったオランダ王国ノールトワイケルハウト市との姉妹都市交流事業

として、市内高校生12名を両市の間で相互に受入・派遣する短期留学事業を行い、両市の友好交流を深めると

ともに、参加者の国際的な視野を広げることができた。 

さらに、友好都市である中国福建省南安市との交流では、南安市友好訪問団15名が７月13日に鄭成功生誕祭

前夜祭、７月14日に鄭成功生誕祭・鄭成功記念館開館記念式典に参列し友好を深めた。 

また平成25年は、平戸英国商館が設置されて400周年の記念の年になることから、市民と行政が一体とな

り実行委員会を組織し「市民主役によるまちづくり」を合言葉に24の記念事業を行った。この他に、国際交

流につながる活動を行う団体の交流活動に対し助成を行い、市民団体レベルでの国際交流を推進することがで

きた。 
 

（４）国土調査 

国土調査は、土地の保全及びその利活用の高度化に資するとともに、地籍の明確化を図ることにより、土

地に関する紛争の未然防止や早期解決、土地取引や公共工事の円滑化などの効果があり、市民生活並びに土

地行政にとって有益な事業として実施した。 

 

（５）交通政策 

度島、高島地区の生活航路を維持・確保するため、離島航路の運航補助や運航委託を行った。加えて、平

成25年度からは、離島住民旅客運賃割引を実施する航路事業者に対し補助を行った。また、地域住民の福祉

の向上に資するため、バス待合施設の整備や、これまでの路線バスの運行補助に加えて、生月－平戸高校間

の補助対象区間を拡大し、地方バス路線の維持を図った。さらに、鉄道交通の安全性の確保と利便性の向上

のため、松浦鉄道(株)が行う施設整備に対し支援を行った。 

金額（千円） 
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【 ２款 総務費 】 

 

２ 徴 税 費 

賦課事務については、地方税法、市税条例等を基に公平・公正な課税に努めるとともに、「eLTAX システム」

の活用により納税者の利便性向上と事務の軽減化及び経費削減を図ってきたところである。 

また、固定資産税課税の適正及び公平化ならびに課税業務の円滑な遂行を図るため土地評価システムを導入

しているが、平成27年度評価替えに向けて課税客体の基礎資料の整備及び宅地評価鑑定事業を行った。 

徴収事務については、「納税推進行動計画」に基づき、滞納整理スケジュールを作成し、滞納整理の促進に努

めた。 

特に平成20年度から実施している「捜索」等により滞納者の生活実態を把握し、納税相談を行う中で多重債

務等の解消についても指導を行うなど、納税者の生活再建にも寄与するとともに、税に対する納税意識の高揚

にも繋がっている。このような取り組みの結果、過払い金の還付による自主納付の増加や差押えによる動産の

公売会、また、平成25年度には近隣自治体と合同で不動産公売会を実施するなど、より効果的な滞納整理の方

法を模索することで、県下でも収納率は上位を維持している。 

しかしながら、過払い金の請求等については効果が限定的なこともあり、今後も研修等による滞納整理担当

職員の資質向上に努めるとともに、引き続き、捜索や合同公売会、不動産公売を実施するなど、さらなる徴収

事務の推進に努めていきたい。 

 

調定額、収入額及び収納率の推移                      （単位：千円、％） 

年度 

税目 

平成24年度 平成25年度 

調定額 収入額 収納率 調定額 収入額 収納率 

市 民 税 1,103,186 1,076,192 97.55 1,073,326 1,053,727 98.18 

固定資産税 1,351,937 1,256,190 92.92 1,316,684 1,236,925 93.94 

軽自動車税 94,787 90,755 95.75 97,188 93,579 96.29 

市たばこ税 215,207 215,207 100.0 238,555 238,555 100.0 

入 湯 税 27,721 27,721 100.0 27,936 27,936 100.0 

都市計画税 55,463 50,786 91.57 54,597 51,205 93.79 

計 2,848,301 2,716,851 95.38 2,808,286 2,701,927 96.21 

 うち滞納繰越 158,927 78,856 49.62 126,654 57,306 45,25 

※滞納繰越分を含む。  

 

 

 

事 業 名 
事 業 内 容 事 業 費 

人事評価制度構築

事業 

（総務課） 

【事項別明細書90頁】 

班長職以上を対象として制度の試行を行い、人事評価制度におけ

る組織目標や職員個々の職務目標の設定、評価の手法・手順等を理

解させるとともに、平戸市に合った人事評価制度とするための検証

を行った。 

・試行期間：平成25年４月から平成26年３月まで 

・対象者：班長職以上の職員 

・目標管理研修：平成25年６月【４回実施】 

・評価者能力評価研修：平成25年11月【４回実施】 

・分析結果説明会：平成26年２月【３回実施】 

 

 

4,104 
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３ 選 挙 費 

  次の選挙を執行した。 

① 参議院議員通常選挙   （投票日：平成25年７月21日） 

② 長崎県知事選挙    （投票日：平成26年２月２日） 

③ 平戸市長選挙・市議会議員一般選挙  （投票日：平成25年10月20日） 

 

４ 統計調査費 

平成25年度において、統計法に基づく以下の統計調査を実施した。 

① 経済センサス調査区設定      ② 住宅・土地統計調査 

③ 漁業センサス                      ④  工業統計調査 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   4,104 

 

人事評価の試行結果を分析したことにより、現段階における

課題を整理することができた。 

また、目標管理研修、評価者能力評価研修及び分析結果の説

明会の実施により、人事評価制度に対する職員の理解が深まっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 
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事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

本庁舎施設整備事

業 

（総務課） 

【事項別明細書92頁】 

【事項別明細書94頁】 

老朽化したエレベーターの改修、耐震補強及び改修工事に係る設計

を行った。 

・エレベーター改修 19,425千円 

・設計業務委託     385千円 

19,810 

【平成24年度繰越明許費】 

耐震補強及び改修工事に係る設計を行った。 

・設計業務委託 6,600千円 

6,600 

公有財産売却事業 

（企画財政課） 

【事項別明細書98頁】 

公有財産のうち普通財産について、利活用されていない遊休地や

貸付地の測量及び鑑定評価を行い売却した。また、将来土地の売却

につながるよう、老朽化した家屋の解体や、不用となった車両等の

インターネット公売を行った。 

 測量業務委託費         994千円 

不動産鑑定業務委託費      354千円 

解体工事費           594千円 

看板作成委託費          94千円 

公売返還費                      770千円 

    事務費              34千円 

2,840 

情報格差等対策事

業 

（行革推進課） 

 【事項別明細書102頁】 

平戸市地域情報化推進協議会を開催し、地域情報化の指針となる

「平戸市地域情報化推進指針」を策定した。 

 委員12名 協議会開催 ５回 

119 

高齢者交通安全対

策事業 

（市民課） 

【事項別明細書108頁】 

【事項別明細書110頁】 

運転免許保有者数に占める高齢者の割合が年々増加傾向にあり、

交通死亡事故の当事者となる高齢者の比率も増加している。 

このようなことから、高齢者を対象とした体験型の運転講習会を

開催し、正しい運転マナーと交通安全への意識の高揚を図るため研

修を行った。 

 

 

 

 

 

 

225 

 － 8 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

 18,800  1,010 既存のエレベーターを現行建築基準法に則した仕様にリニ

ューアルすることにより、設備の長寿命化及び利用者の安全確

保に寄与した。 

718 5,500  382 本庁舎耐震補強及び改修工事に係る実施設計ができた。 

   2,840 積極的に市有地等の売却を行ったことにより、財源の確保と

維持費の削減ができた。 

 

土  地            ６件  8,708,860円 

車両等（インターネット公売）５件  1,026,788円 

 

   119 指針の策定により、地域情報化の現状と課題を把握すること

ができた。また、今後、取り組むべき地域情報化の方向性が明

確化された。 

   
225 講習会を受講することで、自分自身の運動能力、判断力等の

低下を体験することにより、安全運転の意識の向上に寄与し

た。 

【参加人数】 

１日目：15人（平戸北部・中部地区） 

２日目：14人（生月・田平地区） 

３日目：10人（平戸南部地区） 
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事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

地域間交流推進事

業 

（文化交流課） 

【事項別明細書110頁】 

【事項別明細書112頁】 

【枝幸町・平戸市いきいき交流事業】８月５日～９日 

平成14年度から始まった北海道枝幸町（旧歌登町）との交流事業

は、枝幸町中学生６名を受け入れて、ホームステイや海遊び・漁師

体験等を通して、平戸市の中学生や地域住民と親睦を図った。 

 

【善通寺市市民号訪問】 11月２日～４日 

昭和60年に弘法大師が取り持つ縁で姉妹都市締結を行って、隔年

ごとに相互訪問を実施している。25 年度は、市民号使節訪問団 20

名が友好親善として善通寺市を訪問し、空海まつりに参加し交流を

図った。 

666 

地域めぐりあい創

出事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書112頁】 

農林、水産、商工関係団体及び市で組織する協議会において、独

身男女のめぐりあいの場を提供するイベントを開催した。 

○イベント開催数 ３回 

イベント名 参加実績（男女） 合計 

平戸婚活のすすめVol.11 

「津吉茶市街コン」 
男： 10名 女： 16名 26名 

平戸婚活のすすめVol.12 

平戸街コン「平戸城下コ

ン」 

男：114名 女：112名 226名 

平戸婚活のすすめVol.13 

「平戸恋活パーティーin

旗松亭」 

男： 10名 女： 20名 30名 

合  計 男：134名 女：148名 282名 
 

522 

協働によるまちづ

くり推進事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書 112頁】 

本市が目指す協働によるまちづくりは、市民が「自ら考え」「自ら

の力で」実行することを基本におき、市民と行政がお互いを理解し、

尊重しながら、それぞれの役割を担い、ともに地域を支えあうこと

を目的としてまちづくりを進めた。 

また、委託事業、補助金及び交付金を交付し、市民活動団体の育

成及び強化、市民が主体となったまちづくりの推進を図った。 

 

・やらんば市民活動モデル事業委託料     ３件  2,697千円 

・やらんば市民活動サポート事業補助金  10件 2,593千円 

  ①はじめの一歩部門          ２件   200千円 

  ②活動ステップアップ部門       １件   100千円 

③新規事業チャレンジ部門       ７件 2,293千円 

・市民力アップ支援事業補助金       ２件  9,711千円 

・まちづくり活性化交付金               12件 13,946千円 

   ①生月地区              ４件 6,375千円 

   ②田平地区              ５件 4,103千円 

   ③大島地区                        ３件 3,468千円 

 ・まちづくり大会経費他              675千円 

            

29,622 
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 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   666 交流都市である枝幸町から６名の中学生を受け入れ、ホーム

ステイなどを通して親睦を深めるとともに、平戸市をアピール

することができた。 

また、姉妹都市である善通寺市を訪問することにより、異な

る文化・歴史・産業等を知ることができ、市民レベルでの親睦

と交流を深めることができた。 

さらに、「平戸くんち城下秋まつり」に特産品が出品される

など、今後においても人的交流とともに物産交流などが期待さ

れる。 

150   372 本市の観光資源を活かしたイベントの開催など行うととも

に、参加者が参加しやすく近年ニーズが高まっている街コンを

開催するなど、多くの男女に出会いの場を提供することができ

た。 

 15,300 7,768 6,554 委託事業、各種補助金及び交付金の交付により、市民活動団

体の組織強化や活動支援を行った。今後とも市民活動団体をは

じめ各地域に情報提供を行い、市民の意識改革や機運づくりを

行っていきたい。 

また、まちづくり活性化交付金を生月・田平・大島に交付し、

地域の特性を活かしたまちづくりに寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 款 総務費 － 11 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

自治会公園整備事

業 

（地域協働課） 

【事項別明細書112頁】 

【事項別明細書114頁】 

地域の子どもたちが安心・安全に遊べる場所の提供と、子育て世

代の意見交換や高齢者と子どもたちの交流の場として、自治会が行

う公園整備に係る費用の一部を、（財）自治総合センターのコミュニ

ティ助成事業を活用して助成した。 

実施自治会 宮の浦地区 

 総事業費  2,621,498円 

補助率   10/10（上限2,500,000円） 

設置設備  パネルコンビ １基、２連ブランコ １基、 

      ジャングルジム １基、リサイクルベンチ ２基 

      ２連ブランコ境界柵 １、フェンス １ 

2,500 

コミュニティ推進

事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書114頁】 

 

平戸市総合計画の基本目標である「市民の参画と連携による自立

した地域の確立」を推進するため、地域住民が一体となって、市民

が自ら考え、実践し、地域課題の解決に取り組む「新しいコミュニ

ティ」の構築及び「まちづくり運営協議会」の組織化を図った。 

 

【平成25年度】 

度島地区まちづくり運営協議会の結成 

 

平戸市コミュニティ推進モデル地域交付金 1,670千円 

・防犯灯管理運営事業 

・高齢者おもてなし事業 

・お帰りなさいイルミネーション事業 

・事務局職員の雇用  ほか 

事務費                  208千円 

 

1,878 

定住促進対策事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書114頁】 

ホームページ等による定住関連情報の提供を行うとともに、東京

において開催された「ながさき田舎暮らしキャラバン」に参加し、

本市への定住希望者への相談対応を行った。 

また、平戸ならではの生活を体験してもらうための「田舎暮らし

体験ツアー」の開催に加え、平成25年度より「平戸いなか暮らしお

試しステイプログラム」を実施し、個別の定住希望者への対応を行

い、本市への定住の促進を図った。 

 

○ながさき田舎暮らしキャラバン 

会 場 名 本市相談者 

東 京 会 場 ６件    

 

○平戸市田舎暮らし体験ツアー 

参加者 ２組 ４名 

 

 ○平戸いなか暮らしお試しステイプログラム 

   参加者 ２組 ４名 

995 

 － 12 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

  2,500  これまで遊具などほとんど整備されていなかった場所に、遊

具やベンチ等を備えた公園を整備したことにより、地元の子供

達や高齢者が安心・安全に憩い・ふれあうことができる場所と

なった。 

   1,878 平戸市コミュニティ推進モデル地域交付金を交付し、防犯灯

の維持管理や高齢者の生きがい事業など度島独自のまちづく

り事業を実施することで、度島地区のコミュニティのあり方を

検証することができた。また、度島島民に対して、「協働によ

るまちづくり」について、周知することができ、度島地区まち

づくり運営協議会の結成、まちづくりに対する住民の理解を得

ることができた。 

 

  661 334 キャラバンやホームページ等による情報発信により 39 件の

相談を受けたが、ＵＩターン者の定住には至らなかった。 

 

ＵＩターン者数 

平成18年度  １世帯   １名 

平成19年度  ７世帯  12名 

平成20年度  ５世帯  10名 

平成21年度  ４世帯  13名 

平成22年度  ６世帯  13名 

平成23年度  ７世帯  14名 

平成24年度  ７世帯  16名 

平成25年度  ０世帯   0名 



2 款 総務費 － 13 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

ふるさと応援寄附

金推進事業 

（企画財政課） 

【事項別明細書114頁】 

平成20年８月に創設した、ふるさと寄附金制度「やらんば！平戸」

応援寄附金について、寄附額に応じてポイントを付与し特産品を選

べるカタログ制度を導入した。また、民間企業が運営するふるさと

納税ポータルサイトに掲載、ＰＲ等を行い、寄附者に対してふるさ

との特産品を贈り、地場産品の消費拡大と顧客獲得を図った。 

 

4,712 

「やらんば！平

戸」応援基金プロ

ジェクト事業 

（企画財政課） 

【事項別明細書114頁】 

ふるさと寄附金制度を受けて創設した「やらんば！平戸」応援基

金について、平戸市総合計画の「やらんば燦燦プロジェクト」を達

成するための事業への活用を行った。 

 

貸出用チャイルドシート購入(10台) 326千円 

貸出用ベビーベッド購入（10台）  303千円 

629 

国際交流員招致事

業 

（文化交流課） 

【事項別明細書116頁】 

姉妹都市交流事業などの国際交流事業を円滑に実施するため、国

際交流員１名（オランダ人）を雇用し、通訳業務を行うとともに、

学校訪問や各種イベント等において、異文化の理解を深める交流を

行った。特に平戸英国商館設置 400 周年記念推進事業では、外国要

人等の調整や式典司会を担当した。 

4,706 

南安市友好交流事

業 

（文化交流課） 

 【事項別明細書116頁】 

下記の事業に南安市友好訪問団を受け入れた。 

事業内容 鄭成功生誕祭前夜祭及び鄭成功生誕祭・鄭成功記念

館開館記念式典 

開催日程 平成25年７月13日（土）～７月14日（日） 

訪問団数 15名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

511 

 － 14 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   4,712 平成 25 年８月から寄附額に応じたポイントを付与し、特産

品をカタログで選べる仕組みを構築し、専用ポータルサイトに

掲載したことにより、新規寄附者の確保を図ることができた。 

また、マスメディアにも取り上げられ大幅な寄附者の増加に

つながった。 

「やらんば！平戸」応援寄附金 

 平成20年度    37件   1,454千円 

 平成21年度    28件   2,400千円 

 平成22年度    30件   1,248千円 

 平成23年度    24件     845千円 

 平成24年度    36件   1,077千円  

平成25年度  1,467件  39,108千円 

  629  乳幼児の交通面における安全の確保並びに子育ての支援に

つながった。今後ともふるさと応援寄附金の推進を図るととも

に、寄附者の意向を反映した効果的な基金の運用を行ってい

く。 

「やらんば！平戸」応援基金現在高 

 41,240千円(H25末) 

 3,500 19 1,187 国際交流員を配置したことにより、オランダ王国などとの交

流事業の際に、円滑に事業運営ができた。また、学校訪問や各

種イベント等を通じて異文化への理解に貢献するとともに、市

民レベルでの国際交流を推進することができた。特に平戸英国

商館設置400周年記念推進事業においては、事業の中心的役割

を担い、外国要人等の調整や、式典司会を担当するなど、事業

推進に寄与した。 

   511 友好訪問団を受け入れることにより、友好親善を深めること

ができた。 

政治的に不安定な中、鄭成功記念館開館行事に招聘し、交流

による友好関係が深化できた。また、鄭成功像の贈呈が約束さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2 款 総務費 － 15 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸英国商館設置

400周年記念事業 

（文化交流課） 

【事項別明細書116頁】 

【事項別明細書118頁】 

平成25年は、平戸英国商館が設置されて400周年の記念の年にな

ることから、実行委員会と平戸市が一体となって「市民主役による

まちづくり」を合言葉に、24の記念事業を行った。 

【実施主体】 

  平戸英国商館設置400周年記念事業実行委員会 

【実施事業】 

  ◎平戸市主催事業    ８事業 

  ◎実行委員会提案事業   16事業 

17,837 

平戸英国商館設置

400 周年記念推進

事業 

（文化交流課） 

【事項別明細書118頁】 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

平戸英国商館設置 400 周年記念事業を推進するため、緊急雇用創

出事業臨時特例基金事業を活用した拠点施設を木引田商店街に整備

し、記念事業の推進を行った。 

 拠点施設  office クローブ号 

雇用人数  １名 

期間(緊急雇用)平成25年 ４月1日～11月30日、 1,159千円 

（単独費）平成25年12月１日～12月27日、    85千円 

1,244 

 － 16 － 2 款 総務費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

4,061 

 

 6,676 7,100 

 

官民が一体となり、市民から提案があった観光・文化・国際

交流などの記念事業を行ったことで、英国との交流や海外貿易

の歴史をＰＲすることができ、交流人口を増やすことができ

た。 

【市主催事業】                単位：人 

番 事業名 目標値 実績値 

１ 英国との事前協議（24年度事業）   

２ ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ、歓迎ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ 500 450 

３ ＡＮＪＩＮサミット 

４ 英国商館設置400周年記念式典 100 400 

５ 高校生英語弁論大会長崎県大会 100 36 

６ 平戸市中学生英語スピーチ大会 400 200 

７ 朱印状複製事業 20,000 18,068 

８ 広報宣伝事業   

９ 拠点施設設置事業 800 3,909 

【実行委員会主催事業】 

10 400周年企画展 9,000 11,672 

11 イギリスでの献茶・展覧会 20,000 30,081 

12 賑わいの街並み修景事業   

13 アドバイザー招聘   

14 外国人墓地発掘ワークショップ 20 32 

15 食のワークショップ 120 49 

16 花のワークショップ 20 35 

17 英会話ワークショップ 20 44 

18 古楽祭 100 81 

19 第 19回按針忌 200 130 

20 英国修学旅行受入 60 64 

21 イギリスを味わう事業 50店舗 55店舗 

22 コックスフェスタ 王国祭   

23 平戸フットパス 500 446 

24 英国商館ものがたりさるく事業 720 155 

25 Love Me HiraDo BeatleDo 100 154 

合  計 52,760 66,006 
 

1,159  5 80 新たな雇用創出が図られたとともに、記念事業を推進し、市

内外に広くＰＲすることができた。９か月間空き店舗を活用し

事業告知はもちろん、小イベントを開催し、地域拠点としての

取り組みができた。 

 

○新規雇用者 １名 

 

 

 



2 款 総務費 － 17 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

ノールトワイケル

ハウト市姉妹都市

交流事業 

（文化交流課） 

【事項別明細書118頁】 

平成23年9月に姉妹都市締結を行ったオランダ王国ノールトワイ

ケルハウト市との友好交流を深めるため、市内３校の高校生12名と

ノールトワイケルハウト市のレーウェンホルスト中高学校生12名と

の間で相互に受入・派遣する短期留学事業を行った。 

１期生【受入期間】 平成25年４月19日（金）～４月30日（火） 

  【受入人数】 12名（男５名、女７名）、随行４名 

２期生【受入期間】 平成25年９月６日（金）～９月17日（火） 

  【受入人数】 12名（男６名、女６名）、随行４名 

  【派遣期間】 平成26年３月３日（月）～３月15日（土） 

  【派遣人数】 12名（男６名、女６名）、随行３名  

2,816 

国 土 調 査 事 業 

(まちづくり課) 

【事項別明細書120頁】 

土地の保全及びその利活用の高度化並びに地籍の明確化を図る  

ため、下記の地区について地籍調査事業を実施した。 

①戸石川地区地籍調査業務委託 

（戸石川第1-2地区、岩の上第2-2-3地区、平戸港周辺地区、 

岩の上第3-2地区、戸石川第２地区、岩の上第2-2-2地区、 

戸石川第1-1地区） 

②大久保地区地籍調査業務委託 

（大久保第４地区、大久保第３地区） 

③紐差地区地籍調査業務委託（紐差A-1地区） 

④中部地区地籍図根三角測量業務委託 

（紐差A地区、紐差B地区、迎紐差地区、朶の原地区、 

深川A地区、深川B地区、木場A地区、木場B地区、 

木場C地区、木場D地区） 

⑤地籍調査数値情報化業務委託 

（岩の上第2-2-1地区、大久保第２地区） 

業務 工程 面積 筆数 事業費（千円） 

① 
D・E・F 0.72㎢ 691筆 

29,076 
G・H 1.33㎢ 4,110筆 

② 
D・E・F 0.31㎢ 451筆 

14,512 
G・H 0.30㎢ 434筆 

③ D・E・F 1.12㎢ 1,285筆 44,088 

④ C 9.35㎢ － 11,066 

⑤ H4 1.23㎢ － 819 
 

116,072 

離島航路対策事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書120頁】 

【事項別明細書122頁】 

度島地区住民の生活航路を維持するため、平戸－度島航路の運航

事業者に対し運航補助を行った。また、大島・度島航路の悪天候時

の薄香港寄港の際における臨時バスの運行委託を行った。 

 

○航  路：平戸－度島（本村、飯盛）１日４便 

 

 ○臨時バス：134回運行  利用者2,198人 

 

30,820 

 － 18 － 2 款 総務費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

  1,994 822 平成25年度は1期生の受入と2期生の受入・派遣を行い、

平戸市での受入では書道、まゆ玉、呈茶、座禅や漁師体験など

のプログラムを実施し、オランダへの派遣では博物館見学、鍛

冶屋体験、ボランティア活動やオブジェ作成などを体験した。 

この事を通じて姉妹都市としての更なる友好交流の促進が

図られたとともに、日本とオランダの教育の違いや、ホームス

テイを通じての文化・生活の違いを体感することができ、次代

を担う子どもたちの国際的な視野を広げることができた。 

 

83,430  43 32,599 平成 25 年度は、北部の戸石川第 1-2 地区、岩の上第 2-2-3

地区及び大久保第4地区に加え、中部の紐差A-1地区の一筆地 

調査を実施し、次年度の地積測定、地籍図及び地籍簿の作成の

ための準備を完了した。 

また、前年度に一筆地調査を実施した平戸港周辺地区、  

岩の上第3-2地区、戸石川第2地区、岩の上第2-2-2地区、  

戸石川第 1-1 地区及び大久保第 3 地区の成果の閲覧を行い、 

認証・承認の手続きを完了した。 

加えて、今年度から地籍調査を実施する中部地区に今後の 

測量の基準となる地籍図根三角点を設置するとともに、岩の上

第2-2-1地区及び大久保第2地区の地籍調査の成果について 

データ化を行い、地籍情報管理システムに取り込むことに  

より、今後の地籍調査の円滑な実施と成果の管理及び利活用を

図った。 

   30,820 離島航路を維持するとともに、航路利用者の利便性が向上し

た。 

○旅客人員等の推移       

区  分 23年度 24年度 25年度 

運航期間 H21.10

～H22.9 

H22.10

～H23.9 

H23.10

～H24.9 

H24.10

～H25.9 

運航回数(回) 1,444 1,467 1,445 1,473 

旅客(人) 81,288 82,797 77,513 83,559 

自動車(台) 9,966 9,678 8,712 9,287 
 



2 款 総務費 － 19 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

高島地区航路対策

事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書122頁】 

高島地区住民の生活航路を確保するため、宮の浦－高島航路の運

航委託を行った。 

 

○宮の浦－高島：570回運行、利用者1,166人 

2,565 

路線バス維持対策

事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書122頁】 

地方バス路線の確保を図り、地域住民の福祉の向上に資するため、

不採算路線を運行するバス事業者に対し運行補助・委託を行った。 

○市内生活路線維持費補助 58,995千円        

 平戸 生月 大島 

路線系統数 ５ ２ ５ 

○広域生活路線維持費補助 2,510千円        

 路線系統数 １路線 平戸～松浦線 

○ふれあいバス運行業務委託 20,000千円        

 中部（平戸） 南部（平戸） 

路線系統数 ７ ３ 
 

81,512 

路線バス利用環境

整備事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書122頁】 

バス利用者の利便性向上と公共交通利用の促進を図るため、バス

待合施設の整備を行った。 

 

○設置箇所数 ３箇所 

  浦方バス停、津吉交流会館前バス停、前津吉バス停 

2,459 

松浦鉄道施設整備

事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書122頁】 

 

 

 

 

 

 

 【事項別明細書124頁】 

鉄道交通の安全性を確保するため、松浦鉄道(株)が新経営改善計

画(平成16年度～25年度)に基づき行う老朽化施設の整備に対し、長

崎県・佐賀県及び沿線自治体による支援を行った。 

 

総事業費：227,599千円（内平戸市補助分 6,805千円） 

事業内容：レール重量化、分岐器重量化、マクラギ交換など 

6,805 

【平成24年度繰越明許費】 

総事業費：10,798千円（内平戸市補助分 204千円） 

事業内容：トンネル改修、橋梁橋側歩道更新 
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 － 20 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   2,565 高島地区住民の交通手段の確保に寄与した。 

○利用者数の推移      （単位：人） 

区 分 23年度 24年度 25年度 

利用者 614 891 1,166 
 

  2,095 79,417 ふれあいバスの運行により、交通空白地帯の解消、通勤・通

学・通院などの生活路線の確保に寄与した。平成 25 年度は、

中野－平戸高校間の補助対象区間を、生月－平戸高校間に拡大

し、路線の維持を図った。 

○利用者数の推移                     （単位：人） 

区  分 23年度 24年度 25年度 

補
助 

平戸地区 83,812 152,978 174,925 

生月地区 5,621 5,309 6,638 

 うち生月-平高線(H25.10～H26.3) 2,213 

大島地区 9,883 13,845 14,972 

平戸・松浦線 37,361 39,119 38,777 

委
託 

平戸中部地区 16,223 16,325 13,909 

平戸南部地区 11,000 12,769 11,062 

合  計 163,900 240,345 260,283 
 

   2,459 本整備により、高齢者や学生などの交通弱者が利用する路線

バスにおいて、雨天時や寒風時のバス待合の環境改善が図ら

れ、公共交通機関の利用促進に寄与した。 

 6,400  405 本整備により、鉄道交通の安全性の確保と利用者の利便性の

向上に寄与した。 

○松浦鉄道(株)  

営業路線：有田駅～佐世保駅 93.8㎞ 

 区  分 23年度 24年度 25年度 

駅  数 57 57 57 

車 両 数 23 23 23 

乗客数 

(千人) 

普通 1,098 1,073 1,072 

定期 1,809 1,859 1,856 
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2 款 総務費 － 21 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

離島住民航路旅客

運賃低廉化事業 

（地域協働課） 

【事項別明細書122頁】 

【事項別明細書124頁】 

 離島住民の負担軽減を図るため、平戸－度島航路において、運航

事業者が離島住民を対象に実施する運賃割引に対して補助を行っ

た。 

 ○補助航路：平戸－度島（対象期間H25.４.１～H25.９.30） 

○割引制度開始日 平成25年４月1日 

1,238 

防犯灯管理運営事業 

（市民課） 

 【事項別明細書124頁】 

防犯灯を設置・維持管理している各地区に対して補助を行った。 7,155 

 

市民総合相談開催

事業 

（市民課） 

 【事項別明細書124頁】 

 【事項別明細書126頁】 

 市内６か所で相談所を開設し、市民が気軽に相談できる機会を設

けた。 

また、市役所内に市民総合相談室を常設しており、市民が相談し

やすい環境を創った。 

67 

消費者行政活性化

事業 

(市民課) 

 【事項別明細書126頁】 

 長崎県消費者行政活性化基金事業を活用し、消費者相談員の配置

及び啓発活動を実施した。 

  

4,080 

 － 22 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   1,238 運賃割引制度の実施により、離島住民の負担が軽減された。 

○利用実績（H25.4～H25.9）27,020人 

   
7,155 自治会の防犯灯の設置及び維持管理に対し補助事業を行う

ことで、安全・安心まちづくりに寄与した。 

 ・新設          31基 

・器具取替       91基 

・修理（電球取替等）  202基 

・電気料      2,146基 

   
67 近年さまざまな相談依頼があっており、そのため行政相談委

員や人権擁護委員等の協力を得て、市民総合相談所を開設し、

複雑な相談内容などの最善策を模索し市民がかかえる問題の

解決に寄与した。 

開設日及び相談件数 

平戸南部地区 10月10日 １件 

田平地区   10月 23日 ２件 

平戸中部地区 11月 ６日 ５件 

大島地区   11月 20日 ３件 

平戸北部地区 12月20日 ４件 

生月地区    １月15日 １件 

相談室（常設）     95件  合計111件 

2,020 
 

15 2,045 消費生活相談員及び啓発活動の充実を図ることによって、地

域住民の生活や財産を守るとともに、専門員の配置による各種

関係機関との連携強化によって、相談解決に努めた。 

 相談件数108件 



2 款 総務費 － 23 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

収納対策推進事業 

（税務課） 

【事項別明細書128頁】 

 

捜索等による差押物件の合同公売会、平成24年度から不動産公売

を実施するなど、滞納対策を積極的に行った。 

また、国保事業と連携したＦＰ（ファイナンシャルプランナー）

による納税相談を実施し、滞納者の生活改善に取り組んだ。 

○滞納処分件数                （単位：件） 

 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

交 付 要 求 30 43 45 24 29 13 

差 

 

押 

債 権 637 796 1,257 1,180 1,175 1,280 

動 産 37 101 121 88 72 37 

不 動 産 28 9 11 29 59 71 

自動車等 44 38 26 16 5 13 

合 計 776 987 1,460 1,337 1,340 1,414 

 

○捜索件数                  （単位：件） 

 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

捜索 21 70 95 61 50 38 
 

2,816 

土地評価システム

管理事業 

（税務課） 

【事項別明細書128頁】 

【事項別明細書130頁】 

 

固定資産税課税における税の適正及び公平化及び課税業務の円滑

な遂行を図るため、土地評価システムによりデータを整備して評価

を行っている。また、平成27年度固定資産評価替に向け、課税客体

の基礎資料の整備を行った。 

○システム内容  

 航空写真や地番図をデジタル処理し、土地の評価を行う 

システム 

○作業内容 

年度内のデータ更新(地番図、家屋図異動修正) 

土地評価基礎調査、骨格等図化、地目判読照合 

14,647 

 － 24 － 2 款 総務費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

  28 2,788 ○滞納処分にかかる税充当の状況 

 件数 税充当金額 

所 得 税 還 付 金 72件 2,371千円 

預 貯 金 754件 25,193千円 

動 産 37件 1,788千円 

給 与 207件 9,387千円 

不 動 産 71件 3,918千円 

そ の 他 273件 15,598千円 

合 計 1,414件 58,255千円 

○公売の状況 

 回数 税充当金額 

インターネット公売 8回 580千円 

合 同 公 売 会 5回 517千円 

期 間 入 札 公 売 12回 26千円 

不 動 産 公 売 4回 1,820千円 

合 計 29回 2,943千円 

 ※件数、税充当金額については国保税等にかかる分を含む。 

   14,647 システム化により評価の均衡化が図られ、公平且つ適正な課

税を行うことができた。 

また、平成27年度評価替えに向けて正確な客体の把握と

基礎資料が整備できた。 

 

 

 

 

 

 

 



2 款 総務費 － 25 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

宅地評価鑑定事

業 

（税務課） 

【事項別明細書130頁】 

不動産鑑定士による平成27年度評価替えに向けた基準日（平成26

年１月１日現在）での鑑定評価を実施した。（244地点） 

また、近年の地価下落に対応するため、基準日（平成25年７月１

日現在）での鑑定を併せて実施した。（54地点） 

 

16,889 

参議院議員通常選挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書134頁】 

【事項別明細書136頁】 

 

任期満了に伴う、参議院議員通常選挙を執行した。 

選挙すべき議員の数 1人 

公示日：平成25年7月４日（木） 

投票日：平成25年7月21日（日） 

 

22,366 

長 崎 県 知 事 選 挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書136頁】 

【事項別明細書138頁】 

 

任期満了に伴う、長崎県知事選挙を執行した。 

選挙すべき数 １人 

告示日：平成26年１月16日（木） 

投票日：平成26年２月２日（日） 

 

17,975 

平戸市長選挙・市議

会議員一般選挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書138頁】 

【事項別明細書140頁】 

 

任期満了に伴う、平戸市長選挙・市議会議員一般選挙を執行した。 

選挙すべき数 1人（市長）、20人（議員） 

告示日：平成25年10月13日（日） 

投票日：平成25年10月20日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47,797 

 － 26 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 
事 業 の 成 果 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

   16,889 鑑定士による鑑定評価を行うことにより、近傍市町との宅地

評価の均衡が図られ、時価に応じた適正な課税が行われた。 

時点修正においては、価格の下落が見られ宅地の平均価格も

4.4％減少した。 

 

22,366    選挙の結果は、下記のとおり。 

◎投票結果 （選挙区）58.98％ （比例代表）58.97％ 

 平戸 大島 生月 田平 

当日有権者数 

（人） 
16,649 1,078 5,288 5,867 

投

票

率 

(%) 

選挙区 60.13 67.16 60.51 52.82 

比例代表 60.12 67.16 60.51 52.82 
 

17,975    選挙の結果は、下記のとおり。 

◎投票結果 53.33％ 

 平戸 大島 生月 田平 

当日有権者数 

（人） 
16,440 1,056 5,202 5,825 

投票率(%) 53.73 64.11 59.46 44.74 

 

   47,797 選挙の結果は、下記のとおり。 

◎投票結果 （市長選）無投票 （市議選）79.69％ 

 平戸 大島 生月 田平 

当日有権者数 

（人） 
16,492 1,070 5,233 5,833 

投

票

率 

(%) 

市長選 － － － － 

市議選 80.47 87.94 82.86 73.15 

  

 

 

 

 

 

 

 


